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特別講演一覧
特別講演Ⅰ
会　場 日　時 テーマ／講演者 司　会

第 1会場

11 月 2 日（土）  
14:30 ～ 15:30

まちを元気にするコミュニティナース
矢田　明子
（Community Nurse Company 株式会社
 代表取締役）

奥井富美子
（松江赤十字病院）

特別講演Ⅱ
会　場 日　時 テーマ／講演者 司　会

第 1会場

11 月 3 日（日）  
10:40 ～ 11:40

AI とこれからの臨床検査
諏訪部　章
（岩手医科大学医学部臨床検査医学講座 　
教授）

荒木　剛
（島根大学医学部附属病院）

日臨技企画
会　場 日　時 テーマ／講演者 司　会

第 1会場

11 月 2 日（土）  
13:20 ～ 14:20

教育制度の改革と臨床実習のあり方
宮島　喜文
（一般社団法人 日本臨床衛生検査技師会　 
代表理事会長）

水野　誠士
（一般社団法人 日本臨床　
衛生検査技師会 中四国　
支部長）

日臨技企画一覧
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特別企画Ⅰ
会　場 日　時 テーマ／講演者 司　会

第 4会場 11 月 3 日（日） 9:00 ～ 10:30

臨床検査の品質・精度の確保に第三者評価
をどう活かすか

岡田　　健
（岡山大学病院）
奥田　　勲
（つくば i-Laboratory LPP）

1. 臨床検査室の品質保証
　-ISO15189 が求めるもの -　　　
　町田　幸雄
　（公益財団法人 日本適合性認定協会）
2. 医療法改正と日臨技精度保証施設認証制度
　滝野　　寿
　（一般社団法人 日本臨床衛生検査　　　
技師会 専務理事）

3. ISO15189 取得施設の立場から
　竹内志津枝
　（島根大学医学部附属病院）
4. JCI 取得施設の立場から
　藤井　寛之
　（公益財団法人 大原記念倉敷中央医療　
機構倉敷中央病院）

教育講演
会　場 日　時 テーマ／講演者 司　会

第 6会場 11 月 2 日（土）  15:00 ～ 16:00

リンパ腫診療の進歩
～ WHO 分類と造血器腫瘍診療ガイドライ
ンの改訂点を中心に～
鈴宮　淳司
（島根大学医学部附属病院 腫瘍血液内科 
教授）

勝部　瑞穂
（出雲市立総合医療
 センター）

特別企画一覧

教育講演一覧
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シンポジウムⅠ【生理 1】
会　場 日　時 テーマ／講演者 司　会

第 1会場 11 月 2 日（土）  16:00 ～ 17:40

生理学的検査の精度管理と教育
ー ISO15189 を活用した取り組みー

永井　仁志
（地方独立行政法人 
 山口県立病院機構 山口
 県立総合医療センター）
小林　知子
（愛媛県立中央病院）

1. 中規模市中病院での運用事例をふまえて
　丸田　千春
　（社会医療法人財団白十字会 佐世保中央
病院）

2. 精度の「見える化」へ取り組む当検査室
の現状と課題

　石飛　文規
　（島根大学医学部附属病院）
3. 広島大学病院生体検査における教育プロ
グラムと運用

　岡野　典子
　（広島大学病院）
4. 当院の教育プログラム
　黒川　友里
　（岡山大学病院）

シンポジウムⅡ【生物化学】
会　場 日　時 テーマ／講演者 司　会

第 2会場  11月 2日（土）  16:20 ～ 18:00

精度管理データ共有化の実際～臨床検査
データの統一化をめざして～

菅野　和久
（愛媛大学医学部附属病院）
浜村　寛
（出雲医療生活協同組合 
出雲市民病院）　

1. 小規模施設における内部精度管理
　藤重　和久
　（医療法人 圭良会 永生病院）
2. 外部精度管理許容幅を外れた場合の原因
検索と是正方法

　奥原　俊彦
　（株式会社 福山臨床検査センター）
3. 徳島県サーベイの実際
　～介入方法の変化による是正対象施設の
変化について～

　藤田　　望
　（JA徳島厚生連　阿波病院）
4. 全国から見た岡山県での外部精度管理調
査の有用性

　河口　勝憲
　（川崎医療福祉大学）

シンポジウム一覧
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シンポジウムⅢ【微生物】
会　場 日　時 テーマ／講演者 司　会

第 3会場  11月 2日（土）  16:00 ～ 17:40

感染症診療への貢献
～迅速な検査体制を求めて～

帶包美香子
（株式会社 四国中検 )
辻　　隆弘
（庄原赤十字病院 )

1. POCT について
　上岡　彩椰
　（高知大学医学部附属病院）
2. 救急診療に求められる感染症検査
　河口　　豊
　（川崎医科大学附属病院）　　
3. マルチプレックス PCR を用いた感染症
検査～当院の使用経験より～

　松田　親史
　（島根大学医学部附属病院）
4. 感染症診療における遺伝子検査への期待
と課題

　田寺　加代子
　（広島大学病院）

シンポジウムⅣ【輸血：総合】
会　場 日　時 テーマ／講演者 司　会

第 4会場  11月 2日（土）  15:00 ～ 17:00

災害時に発揮する検査の力～備えはでき
ていますか～

鬼松　幸子
（社会医療法人財団 大樹会
 総合病院回生病院 )　
道祖尾憲二郎
（鳥取県立厚生病院 )

1. 災害の中で行った血液安定供給の記録
　竹内　茂徳
　（日本赤十字社中四国ブロック血液　　
センター 総務部 経理課 経理係長）

2. 高知県における災害時の血液供給体制
　岡田由香里
　（高知県高知市病院企業団立 高知医療
センター）

3. 西日本豪雨災害
　～被災そして復興の歩み～
　横山　　修
　（医療法人 和陽会 まび記念病院）
4. 災害発生、そのとき我々は何をしたら
良いのか？

　～臨床検査技師に求められる災害対応～
　渡部　広明
　（島根大学医学部附属病院 高度外傷　
センター長）
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シンポジウムⅤ【生理 2】
会　場 日　時 テーマ／講演者 司　会

第 1会場  11月 3日（日）  13:20 ～ 15:20

ガイドラインに沿った超音波検査のすすめ

黒田　誠
（鳥取県立厚生病院）
多田　浩章
（川島病院）

1.「腹部超音波検査のすすめ」について
　渡邊　亮司
　（済生会今治病院）
2. 経胸壁心エコー検査 日常業務において
評価すべき拡張能指

　平川　大悟
　（高知大学医学部附属病院）
3. 頸動脈エコー
　藤本　正和
　（香川県立白鳥病院）
4. 下肢静脈エコーの standard method ～
何を「視」て、何を「診」るか～

　伊藤　大佑
　（独立行政法人地域医療機能推進機構 
徳山中央病院）

シンポジウムⅥ【病理】
会　場 日　時 テーマ／講演者 司　会

第 2会場  11月 3日（日）  13:30 ～ 15:20

がんゲノム医療と病理検査－その全容と
検査技師に求められる役割－

井上　博文
（岡山大学病院）
吉良　佳那
（高知大学医学部
附属病院）

1. がんゲノム医療における臨床検査技師
の役割について

　滝野　　寿
　（一般社団法人 日本臨床衛生検査　　
技師会 専務理事）

2. がんゲノムの基礎について
　高田　智世
　（愛媛県立医療技術大学保健科学部臨床
検査学科）

3. がん遺伝子パネル検査における運用の
留意点について

　柿島　裕樹
　（国立研究開発法人 国立がん研究セン
ター中央病院）

4. 二次的所見に対する遺伝カウンセリン
グについて

　松山　裕美ほか
　（独立行政法人 国立病院機構 四国がん
センター 遺伝性がん診療科 認定遺伝
カウンセラー）
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シンポジウムⅦ【臨床血液】
会　場 日　時 テーマ／講演者 司　会

第 3会場  11月 3日（日）  13:30 ～ 15:00

末梢血から骨髄像まで血液疾患を見逃さ
ないために

岡本　昌典
（鳥取県立中央病院 )
兒玉　るみ
（島根大学医学部
 附属病院 )

1. スキャッタグラムの見方 -- 血液疾患を
見逃さないために --

　今田　昌秀
　（川崎医科大学附属病院）
2. 絶対に見落としてはいけない緊急性を
要する血液像

　藤村　一成ほか
　（三豊総合病院企業団 三豊総合病院）
3. 血液疾患を見逃さないためのフローサ
イトメトリー検査の活用法

　池亀　彰茂
　（国立大学法人 徳島大学病院）

シンポジウムⅧ【臨床一般】
会　場 日　時 テーマ／講演者 司　会

第 4会場 11 月 3 日（日）  13:10 ～ 15:30

泌尿器系悪性疾患を捉える～様々な角度
からのアプローチ～

武居　浩子
（独立行政法人 国立病院
 機構 柳井医療センター )
多田　智紀
（国立大学法人 
 徳島大学病院 )

1. 泌尿器がん診断の変遷
　椎名　浩昭
　（島根大学医学部泌尿器科学講座 教授）
2. 泌尿器系疾患の画像検査
　～MRI を中心に～
　高村　好実
　（市立宇和島病院）
3. 超音波検査からみた泌尿器系疾患のポ
イントと注意点について
　藤井正子ほか
　（公益財団法人 大原記念倉敷中央医療
機構 倉敷中央病院）

4. 泌尿器系悪性疾患～病理学検査からの
アプローチ～

　松重　貴大
　（国立大学法人 鳥取大学医学部附属病院）
5. 泌尿器系悪性疾患を捉える
　～一般検査からのアプローチ～
　佐々木　彩
　（国家公務員共済組合連合会 呉共済病院）

　　　


